
５ 

　コイヘルペスウイルス病のまん延を防止するため、兵庫
県内水面漁場管理委員会から次の指示がありました。ご注
意ください。 
・県内の河川等からコイを持ち出して他の水域に放流する
ことを禁止する。 
・県内の河川等にコイを放流するときは、ＰＣＲ（ポリメ
ラーゼ連鎖反応）検査等により、そのコイがコイヘルペ
スに感染していないことを確認する。 
・コイの生死を問わず、河川等へのコイの投棄を禁止する。 
指示の期間　平成２４年１２月３１日まで 
（注）指示に違反した場合は、漁業法にもとづいて罰せら
　　　れることがあります。 
◎コイヘルペスウイルスは、コイだけに感染するウイルスで、
人体にはまったく影響がありません。　　　　（産業課） 

　緊急雇用創出事業は、国の「緊急雇用創出

特別交付基金」制度を活用して行われるもので、

離職を余儀なくされた方などに対して、町が

直接雇用を行い、次の雇用までの短期の就業・

雇用機会を創出する事業です。 
 

仕事内容　山林などの町有地の立木伐採・除

　　　　却搬出作業など 

募集対象者 

　上記の作業を経験したことがあり、草刈機・

チェーンソー・軽トラック・２ｔダンプなど

の機械を持っている方で、離職を余儀なくさ

れた方・失業中の方など 

採用期間　２月から２～３か月（仕事内容や

　　　　　採用人数により変わります） 

賃　　金　時給１，０００円～１，４００円 

勤務時間　９：００～１６：００の間 

申込期限　１月２０日（金） 

申込方法　役場に備え付けの申込用紙に履歴

　　　　　書を添付して、企画財政課へ提出

　　　　　してください。 

問い合わせ先　企画財政課（内線２３１） 

災害時要援護者の登録を受け付けています 災害時要援護者の登録を受け付けています 

◆支援の内容◆ 
　「災害時要援護者個別支援計画」を作成し、地域支援者等を決
めます。 
　避難情報等が出た時に、地域支援者から教えてもらうことがで
きます。 
　避難が必要な時に、地域支援者に避難場所まで誘導または連れ
て行ってもらえます。 
※災害の状況などによっては、必ず支援を受けられるとは限りま
せん。また、支援する方（地域支援者）が責任を負うものでも
ありません。 
◆対象となる方◆ 
　①一人ぐらし高齢者（６５歳以上）　②高齢者世帯（７０歳以上） 
　③寝たきり高齢者（６５歳以上）　　④認知症高齢者（６５歳以上） 
　⑤身体障害者（児）・知的障害者（児）・精神障害者（児） 
　⑥①～⑤以外で、避難などに地域の方の支援が必要な方 
　※施設や病院等に入所・入院されている方は対象になりません。 

◆登録申請◆ 
　支援を希望する方は、 
役場健康福祉課へ申し出てください。 
　「登録申請書兼個別支援計画」に必要事
項を記入いただきます。 
※記入した情報を地域へ提供することに
　ついて、同意が必要です。 
◆地域への情報の提供◆ 
　提供いただいた情報については、避難
支援のみに使用しますが、町関係各課、
社会福祉協議会、民生委員・児童委員、
地域の支援者及び自治会、自主防災組織
で共有させていただきます。 
 
問い合わせ先　健康福祉課（内線３５１） 

　福崎町では、災害が発生した時やその恐れがある時に、手助けが必要なお年寄り 
や体の不自由な方（災害時要援護者）に対して、災害に関する情報の伝達や避難な 
どの支援を地域の方にお手伝いしていただく取り組みを進めています。 
　地域における災害時の支援を希望する方は登録申請を行ってください。 

商工会青年部長１日警察署長に！ 
　福崎町商工会青年部の後藤優佳部長が、兵庫県で唯一指定さ
れた「現役世代の参加促進を図る環境づくり支援事業実施団体」

の代表として、年末特別警戒活動発隊式
で福崎警察署の１日警察署長を務めました。 
　今後も、福崎警察署と協力し、模範と
なるよう積極的な地域貢献活動を展開し
ていきます。　　　　　（福崎町商工会） 

～災害に備えて～ ～災害に備えて～ 



福崎町 

　
ぼ
く
は
、『
あ
り
が
と
う
は
魔
法

の
言
葉
』と
い
う
本
を
夏
休
み
に
読

ん
だ
。
こ
の
本
は
、
小
学
６
年
生

の
今
の
ぼ
く
に
は
、
す
ご
く
難
し

い
本
だ
と
思
っ
た
。 

　
ぼ
く
が
な
ぜ
こ
の
本
を
読
む
こ

と
に
し
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、

お
兄
ち
ゃ
ん
の
部
屋
の
本
棚
を
じ

っ
と
見
て
い
て
、
表
紙
の『
あ
り
が

と
う
は
魔
法
の
言
葉
』、
そ
う
、「
魔

法
の
言
葉
」
と
い
う
所
に
ひ
か
れ

た
の
だ
。
こ
の
本
の
中
に
は
、
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
は
不
思
議
な

力
が
あ
る
。
「
あ
り
が
と
う
」
は
、

「
快
の
言
葉
」
と
書
か
れ
て
い
た
。 

　
ど
ん
な
時
に
、
「
あ
り
が
と
う
」

っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
る
の
か
考

え
て
み
た
。 

　
友
だ
ち
に
、
い
つ
も
仲
よ
く
し

て
く
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」
。 

　
お
母
さ
ん
に
、
ぼ
く
が
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
の
試
合
の
日
、
朝
早
く
に

お
弁
当
を
作
っ
て
く
れ
て
「
あ
り

が
と
う
」
。 

　
お
父
さ
ん
に
、
い
つ
も
お
そ
く

ま
で
家
族
の
た
め
に
仕
事
を
し
て

く
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」
。 

　
お
兄
ち
ゃ
ん
に
、
い
つ
も
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
」
。 

　
妹
に
、
い
つ
も
ぼ
く
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
付
き
合
っ
て
く
れ
て
「
あ

り
が
と
う
」
。 

　
ぼ
く
に
は
、
「
あ
り
が
と
う
」
と

思
う
時
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
っ
た
。 

　
「
試
し
に
、
今
こ
こ
で
、
『
あ
り

が
と
う
』と
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

言
っ
た
し
ゅ
ん
間
か
ら
、
あ
な
た

の
表
情
は
和
や
か
に
、
優
し
く
な

っ
て
い
き
ま
す
。
」 

と
本
に
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
言

っ
て
み
た
。 

　
少
し
に
ん
ま
り
と
し
た
顔
に
な

っ
た
。
怒
っ
た
顔
で
、
「
あ
り
が

と
う
」
と
は
言
わ
な
い
と
思
う
。 

　
確
か
に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ

れ
て
嫌
な
気
分
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
言
わ
れ
て

嬉
し
い
気
持
ち
、
明
る
い
気
持
ち

に
な
る
か
な
。
「
あ
り
が
と
う
」
は
、

人
に
感
謝
す
る
時
に
使
う
言
葉
だ
。

本
当
に
ふ
し
ぎ
な
言
葉
だ
と
思
う
。

「
あ
り
が
と
う
」
パ
ワ
ー
は
す
ご
い
。

人
の
心
ま
で
優
し
く
し
て
く
れ
る
。

ぼ
く
も
、
だ
れ
に
対
し
て
も
、
素

直
に
「
あ
り
が
と
う
」
が
言
え
る
人

に
な
り
た
い
。 

　
「
人
に
感
謝
す
る
た
び
に
、
『
あ

り
が
と
う
』
貯
金
が
増
え
て
い
く
」

と
書
い
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
「
あ
り
が
と
う
」
貯
金

を
増
や
し
た
い
。
ぼ
く
は
、
た
く

さ
ん
の
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
お
う

と
思
う
。 

　
「
あ
り
が
と
う
」
は
、
本
当
に
い

い
言
葉
で
、
魔
法
の
言
葉
だ
。
ぼ

く
は
、
こ
の
本
の
筆
者
が
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
が
少
し
だ
け
わ
か
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。
数
年
後
、

ぼ
く
が
成
長
し
た
ら
も
う
一
度
こ

の
本
を
読
ん
で
み
よ
う
と
思
う
。 

     

　
３
月
１１
日
、
東
日
本
大
し
ん
災

が
お
こ
っ
て
か
ら
、
わ
た
し
は
何

度
も
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。

で
も
、
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で

な
く
、
心
温
ま
る
ニ
ュ
ー
ス
も
見

ま
し
た
。 

　
そ
れ
は
、
被
災
さ
れ
た
人
々
を
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
が
応
援
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
炊
き
出
し
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ブ
な
ど
、
み
ん

な
方
法
は
ち
が
う
け
ど
、
東
北
の

人
た
ち
を
応
援
し
よ
う
と
、
い
っ

し
ょ
う
け
ん
め
い
で
し
た
。 

　
そ
の
な
か
で
も
、
わ

た
し
が
一
番
び
っ
く
り

し
た
の
が
、
小
学
生
が

活
動
し
て
い
た
こ
と
で
す
。

そ
の
小
学
校
は
、
募
金

だ
け
で
な
く
、
食
べ
物

を
大
切
に
す
る
、
節
水

す
る
な
ど
、
日
頃
の
生

活
で
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
１
か
月
だ
け
と
か
で
は

な
く
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
、
小
学
生
で
も

や
る
気
が
あ
れ
ば
で
き
る
ん
だ
な

と
思
う
と
同
時
に
、
わ
た
し
も
が

ん
ば
ら
な
い
と
、
と
思
い
ま
し
た
。 

　
で
も
、
そ
れ
と
反
対
の
、
悲
し

い
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
原
子
力
発
電
所
に
近
い
、

福
島
な
ど
か
ら
転
校
し
て
き
た
子

ど
も
が
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。 

　
み
ん
な
で
東
北
を
応
援
し
よ
う

と
い
う
時
な
の
に
、
そ
ん
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
る
な
ん
て
、
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。 

　『
人
は
支
え
合
う
こ
と
も
、
傷
つ

け
合
う
こ
と
も
で
き
る
生
き
物
だ
。
』

こ
ん
な
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
ま
さ
に
こ
れ
だ
と
思

い
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
ん
な

時
に
傷
つ
け
合
う
力
ば
か
り
使
う

な
ん
て
、
間
違
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。 

　
今
回
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
み
ん

な
支
え
合
う
力
を
使
え
ば
い
い
の

に
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
支
え
合
う
の
は
難
し
い
、
そ
う

思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
か

ら
や
ら
な
い
、
で
は
な
く
て
、
自

分
に
で
き
る
精
い
っ
ぱ
い
の
こ
と

を
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
わ

た
し
も
、
自
分
に
で
き
る
精
い
っ

ぱ
い
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。 

「
あ
り
が
と
う
」
は
魔
法
の
言
葉 

福
崎
小
学
校
６
年
　 

山
岸
優
美 

東
日
本
大
し
ん
災
か
ら
考
え
た
こ
と 

田
原
小
学
校
６
年
　 

齋
藤
く
る
み 

福崎東中学校３年 
大西穂乃香 

八千種小学校６年　木村拓己 

背
を
向
け
ず
　
見
つ
め
て
み
よ
う 

　
心
の
声 福

崎
東
中
学
校
３
年
　
　 

藤
本
康
平 

さ
し
の
べ
る
　
君
の
そ
の
手
の 

　
お
も
い
や
り 

福
崎
西
中
学
校
３
年
　
　 

村
岡
快
人 

「
あ
り
が
と
う
」
そ
の
一
言
に 

　
あ
り
が
と
う 

田
原
小
学
校
６
年
　
　
　 

三
村
　
捺 

６ 



７ 

ギ
フ
ト
券
の
有
効
期
限
 

〔
相
談
〕 

　
退
職
の
お
祝
い
に
と
花
屋
の
ギ

フ
ト
券
を
１
万
円
分
も
ら
っ
た
。 

　
１
年
後
に
使
お
う
と
思
っ
た
ら
、

有
効
期
限
が
あ
り
、
３
か
月
ほ
ど

過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
期
限
切

れ
の
券
は
使
え
な
い
の
か
。 

　
ま
た
、
１
年
未
満
の
有
効
期
限

に
問
題
は
な
い
の
か
。 

（
５０
歳
代
女
性
） 

 〔
処
理
〕 

　
ギ
フ
ト
券
の
発
行
元
に
問
い
合

わ
せ
る
と
、
「
ギ
フ
ト
券
を
取
り

扱
っ
て
い
る
花
屋
に
は
、
３
年
以

上
の
有
効
期
限
の
あ
る
も
の
を
販

売
す
る
よ
う
に
と
指
導
し
て
い
る
。

購
入
先
が
わ
か
れ
ば
指
導
す
る
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
相
談
者
に
と

っ
て
は
頂
き
物
で
し
た
が
、
何
と

か
購
入
店
を
調
べ
て
も
ら
い
ま
し

た
。 

　
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
し
、
有
効
な

ギ
フ
ト
券
と
交
換
し
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

〔
ア
ド
バ
イ
ス
〕 

　
今
回
の
相
談
の
ギ
フ
ト
券

や
デ
パ
ー
ト
の
商
品
券
、
結

婚
式
の
引
き
出
物
と
し
て
利

用
す
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
券

な
ど
は
、
「
資
金
決
済
に
関

す
る
法
律
」
で
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
律
で
は
有
効
期

限
に
つ
い
て
の
規
定
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
有
効
期
限
が
設
定
さ
れ
て

い
る
ギ
フ
ト
券
な
ど
は
、
期
限
内

に
使
用
し
な
い
と
使
え
な
く
な
る

の
が
通
常
の
よ
う
で
す
。 

　
し
か
し
、
発
行
元
の
厚
意
に
よ

り
、
有
効
な
券
と
交
換
や
払
い
戻

し
可
能
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
廃

棄
す
る
前
に
一
度
問
い
合
わ
せ
て

み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

　
ま
た
、
商
品
券
や
ギ
フ
ト
券
の

利
用
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
場
合
、
有
効
期
限
内

で
あ
っ
て
も
使
え
な
く
な
る
の
で

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
廃
止
さ
れ
る

場
合
は
、
利
用
で
き
る
お
店
な
ど

の
目
に
つ
き
や
す
い
場
所
に
掲
示

さ
れ
ま
す
。 

　
そ
の
他
に
、
次
の
と
こ
ろ
か
ら

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

○
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
使
え
な
く
な
る
商
品
券
や

ギ
フ
ト
券
な
ど
の
ご
確
認
を
！
」 

○
金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
商
品

券
（
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
）
の

払
い
戻
し
に
つ
い
て
」 

○
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　
「
手
元
に
あ
る
商
品
券
な
ど
は
、

な
る
べ
く
早
く
使
う
」
こ
と
を
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。 

      

　
秘
密
厳
守
　
相
談
は
無
料 

　
相
談
日
時
　
火
〜
金
曜
日 

　
　
　
　
　
　
９
時
〜
１６
時 

　
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
文
化

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
り
ま
す
。 

　
（
月
曜
日
は
休
館
日
） 

消
費
生
活
の
相
談
や
問 

い
合
わ
せ
、
苦
情
は
、 

生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
へ 

（
　
２２
・
４
９
７
７
） 

生活科学 
センター 
だより 

　福崎町特産もちむぎ商品を

活用した献立を作ります。 
 

日　時　１月２５日（水） 

　　　　９：３０～１２：３０ 

場　所　生活科学センター 

講　師　もちむぎ生産組合員 

材料費　実費 

募集人数　２０人 

申込締切 

　１月２０日（金） 

申込先 

　生活科学センター 

　　２２－４９７７ 

１日教室 
くらしのゼミナール 

１日教室 
くらしのゼミナール 

１日教室 
くらしのゼミナール 

ハ
イ
！ 

神
崎
郡
消
費
生
活 

中
核
セ
ン
タ
ー 

相
談
員
で
す 

食 育 通 信 
～みんなで食育を実践しよう～ 

　福崎町では、食育推進計画にもとづき、学校での教
育活動を通して、生産者との交流、地元農産物への理
解を深めるとともに、地産地消の推進と食育の普及啓
発活動を行っています。 
　その一環として、昨年１２月１６日に福崎西中学校で、

マラソン大会の後、
生徒たちに福崎町
特産のもちむぎ粉
を使った「すいと
ん」がふるまわれ
ました。 
　当日は、PTAの

役員が、もちむぎ生産組合のみなさんの協力を得て、
昔なつかしいすいとんを調理しました。すいとんの具
には、町の学校給食に使用されている（株）八千種営農
が生産した大根、人参、里芋などをふんだんに使用し
ました。 
　約３００人の生徒たちは、５００食を完食し、「すいとん
はもちもちしておいしかった。」「もちむぎ粉のこんな
食べ方があるなんて知らなかった。」「中学校の近くで
もち麦がつくられていることがわかってよかった。」「野
菜がたくさん食べられて元気になった。」など、それ
ぞれに地域の食材、地域の農業への関心が深まったよ
うです。 
　このような取り組みを通して、伝統的な食文化や郷
土料理、地域の食材に興味や理解が深まるとともに、
食の安全安心への関心がより一層深まることを願って
います。  
＊すいとん（水団）は、粉の生地を手でちぎる、手で丸める
などの方法で小さい塊に加工し、汁で煮込んだ日本の郷土
料理 

ＰＴＡ・生産者の取り組み 
｢もちむぎ粉のすいとん｣ 



　所得税法や地方税法では、所得申告する本

人または扶養親族等が障害者に該当する場合、

『障害者控除』として一定金額を所得から控

除することができます。 

　この障害者控除の対象となる人は、一般的

には、身体障害者手帳や精神障害者保健福祉

手帳の交付を受けている人ですが、手帳を持

っていなくても「年齢が満６５歳以上の人で、

精神又は身体に障害があり、その障害の程度

が前記の人に準ずるものとして市町村長の認

定を受けている人」も、障害者控除を受ける

ことができます。 

　この判定は、介護保険の要介護度や訪問調

査等でお聞きした内容をもとに行います。 

　（要介護認定を受けているからといって、

必ずしも障害者控除の対象になるとは限りま

せん。） 

　確定申告に必要と思われる方は、事前に役

場健康福祉課介護保険係に申請してください。

認定された方には、後日、認定書を交付しま

すので、確定申告時に提出してください。 

　確定申告時に障害者控除対象者認定書を提

出しないと障害者控除は認められません。 

問い合わせ先 

　健康福祉課　介護保険係（内線３５３・３５４） 

　経済センサスは全国すべての企業・

事業所が調査の対象です。 

　１月下旬から、事業所等に調査員が

伺い、調査票を配布、回収します。 

　調査員は「調査員証」を必ず携行し

ています。 

　どうぞご協力ください。 

総務省・経済産業省 

問い合わせ先 

　企画財政課 

　企画係 

　（内線２３２） 

　内部障害や難病など配慮の必要なことが外見からわかりにく
い人がいます。 
　「譲りあい感謝マーク」は、そうした方々が外出する際に身
につけることにより、バスや電車での座席の譲りあいをはじめ、
周囲の人々が配慮を示しやすくするなど、障害や難病を抱える方々
の社会参加を応援し、みんなに優しい環境づくりを進めていこ
うというものです。 
　このたび、このマークを使用したピンバッジ及びキーホルダ
ーを有償で配布します。 

配布対象者 
　身体障害者手帳所持者または特定
疾患医療受給者証所持者及び兵庫県
難病団体連絡協議会加盟団体の会員 
取り扱い・問い合わせ先 
　福崎町身体障害者福祉会 
　（福崎町社会福祉協議会内） 
　　２３－０３００　FAX２３－０３２２ 

　介護保険では、サービスを 
受けられた場合、１割を本人 
負担で、９割を介護保険料と 
国・県・町でまかなっていま 
す。 
　この９割分（介護給付費）に 
ついて最近の状況を報告しま 
す。 
 
●介護保険給付費年間支払状況 
 

 
　平成２２年度までは、１か月で９０,０００,０００円を超える月
は少なかったのですが、今年度に入り、給付費は大きく
増加しています。 
　大きな要因としては、訪問介護（ヘルパー）、通所介護（デ
イサービス）などの利用者が増えたためです。 
　介護保険料の見直しを今年度中に行うこととなっており、
事業計画を現在策定中ですが、このままでいくと保険料
に大きく影響がでそうです。 
　保険料については、決まり次第、広報でお知らせします。 
 
●平成２３年度の給付費支払状況（４～１０月） 
 
 
 

 
問い合わせ先　健康福祉課　介護保険係（内線３５３） 

要介護認定者の障害者控除 
対象者認定書交付のお知らせ 

介護保険からのお知らせ 

介護保険給付費について 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 
９３５,７６５,７０６,０００円 

４月 ５月 ６月 

８月 ９月 １０月 
１００,０７３,１２６円 

７月 
９４,６７３,６２６円 ９５,１２３,９４８円 ９９,８８５,６６１円 

９８,９４９,３９６円 ９６,８３５,２５９円 

９７,４６８,７２１円 

１,０２０,１０７,１１５,０００円 １,０５２,４５３,０４６,０００円 

公費（国） 
２５.０％ 

公費（県） 
１２.５％ 

公費　 
（福崎町） 
１２.５％ 

４０～６４歳の方 
の負担分　 
３０.０％ 

６５歳以上の 
方の負担分 
２０.０％ 

平成24年経済センサス 
活動調査にご協力を 

「譲りあい感謝マーク」を配布します 

８ 


